
 

 

 

 

 

 

１１月１３日(水)午前中、４年生は四日市市茶業振興センターへ校外学習に出かけま 

した。ゲストティーチャーとして水沢の茶業に携わっている地元２名の方々にもお世話に 

なり、実際に茶農園に行って、お茶の収穫時期や防霜ファンの役割、茶葉の刈り取り方 

法、作業の時間帯などを教えていただきました。子どもたちは、茶畑の１つの列を、実際 

に端から端まで小走りをして、奥行を確かめました（実際は４８ｍあるのだそうです）。茶 

畑には、茶の実がたくさん落ちていて、子どもたちは競うように拾って集めていました。 

茶業振興センターに戻ってからは、施設内を見学し、生産者の仕事、仕上げ茶製造工 

程について学びました。話されたことを忘れないように、しっかりとメモを取っていました。 

最後に、蒸したお茶の葉を、手で揉んだり、拡げたり、電子レンジで乾かしたりといった 

作業を何度も繰り返し、急須に入れるお茶っ葉へと加工する体験をしました。ポットのお 

湯を湯ざましに入れ、次に湯ざましのお湯を急須に入れました。こうすることによって、お 

湯の温度が１０℃ぐらい下がり、味わいのあるお茶が飲めるのだそうです。子どもたちは、茶葉を２つまみぐらい入れ、

自分で加工したお茶を飲んでいました。程よいおいしさになっている子や、「にがい」と言っている子がいました。 

今回の社会見学では、茶業振興センターの職員の方々、地元茶農家の方々に、大変お世話になりました。直接子

どもたちと関わっていただき、いい出会い、ふれあいの機会となり、大変感謝しております。ありがとうございました。 

  

１１月１５日（金）午前中、四日市市文化会館で行われた三泗小学校音楽会に 

本校の４，５年生が出演しました。本校は３番目の出演で、全体合唱で発声練習を 

した後、１番目の学校の発表が終わると大ホールから出て出演の準備をしました。 

４，５年生合わせて４０名弱の人数でしたが「空は今」という合唱を大きな声でしっ 

かりと歌い上げることができました。学校紹介をしてくれた５年生の２人も、紙を見 

ることなく、すらすらと自分たちの学校生活の様子やふるさと水沢地区の自然について感じていることを語ってくれ、

堂々とした態度で話すことができ立派でした。他校には、１つの学年だけで本校の全校児童数の人数がいる学校も

あり、「こんなにもいるんだぁ」と、他校の子どもたちが合唱している姿を見て、思わず言葉をこぼしている子もいまし

た。市内、別の小学校の同世代の子どもたちの様子にふれることができ、いい体験ができたことと思います。 

保護者の皆様の中には、平日にもかかわらず、会場まで来ていただき、子どもたちが合唱する姿を見ていただい

た方もいらっしゃいました。本当にありがとうございました。 

 

１１月１４日（木）午後、水沢地区にお住まいの新１年生を対象とした「就学時健康診断」を行いました。学校医、

歯科医から、内科健診、歯科健診をしていただきました。聴力、視力についても学校の教員が測定をしました。 

来年度（令和７年度）は、現在１０名が本校に入学の予定です。子どもたちが健診を受けている時間を利用し、保

護者の方々に向けて、私から「あいさつができる子になってほしい」という願いと、入学するまでに「衣服の着脱が自

分でできる」「人が話し始めたら静かに話を聞ける」「４５分間座って学習ができる」という３つができるようになって

ほしいという話をしました。現在の教育において大切だと言われている「ウェルビーイング」「非認知能力」「自己肯

定感」を育むことについても、本校の教育活動内容と関連付けて紹介しました。  

 

４月と１１月は、「学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を自覚し、相互に協力し合いながら、社会総がかりで

いじめ問題の克服に向けて取り組むという気運を高めるとともに、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応を目

指した取組を推進します」という趣旨で「いじめ防止強化月間」が設けられています。裏面に家庭・地域向け啓発資

料を載せましたので、ぜひご覧ください。                              (文責 北住 昌文) 
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